
ひろしま市議会だより令和６年(２０２４年)５月 第３１６号　（6）

議決時の会派別所属議員
●自由民主党・市民クラブ
     (略称　自民党・市民クラブ ) （☎ 504-2734） 山路  椋木  西佐古  碓井  山田  母谷  八條  

宮崎  平岡  水野  川口  三宅（朗） 豊島  沖本
●市民連合・市民の声 （☎ 504-2444） 山内  山本  岡村  若林  山下  有田  丸山  松本
●公明党 （☎ 504-2445） 碓氷  石田  川村  西田  並川  田中  川本  幸城
●日本共産党 （☎ 504-2446） 中森  中村  中原  清水  藤本  大西
●新政クラブ （☎ 504-2442） 平野  森野  木山  元田  三宅（正） 石橋
●ひろしま清風会 （☎ 504-2908） 桑田  定野  永田  森畠
●広島維新の会 （☎ 504-2946） 大田  福田  長井
●清流クラブ （☎ 504-2845） 大野
●無党派クラブ （☎ 504-2910） 門田
●自由民主党・至誠会
     (略称　自民党・至誠会 ) （☎ 504-2947） 亀井
●新風クラブ （☎ 504-2949） 木村
●鈴蘭会 （☎ 504-2948） 石川

本会議で報告をする山路委員長

予
算
特
別
委
員
長
報
告

審査日程

２月27日㈫ 委員会運営 ３月12日㈫ 消防上下水道関係

２月29日㈭
３月１日㈮ 厚生関係 ３月13日㈬

３月14日㈭ 総務関係

３月４日㈪
３月５日㈫ 文教関係 ３月15日㈮ 総括質疑

３月６日㈬
３月７日㈭ 建設関係 ３月25日㈪ 討論・採決

３月８日㈮
３月11日㈪ 経済観光環境関係

【
要
望
事
項
】

●
避
難
所
運
営
や
備
蓄
物
資
の
調
達
等
に

つ
い
て
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に

関
し
て
報
道
さ
れ
て
い
る
課
題
を
踏
ま

え
、
災
害
対
応
部
署
や
防
災
会
議
に
お
け

る
女
性
比
率
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
女
性

の
視
点
や
保
健
師
等
の
多
様
な
意
見
を
反

映
す
る
な
ど
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守

る
た
め
の
施
策
の
展
開
に
引
き
続
き
努
め

る
こ
と
。

●
広
島
平
和
記
念
資
料
館
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
の
被
爆
80
周
年
が
迫
る
中
、
来

館
者
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
・
検
証
し
、
さ
ら

な
る
混
雑
対
策
に
努
め
る
と
と
も
に
、
入

場
時
や
館
内
見
学
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
向

上
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

●
上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災

害
発
生
時
で
あ
っ
て
も
市
民
の
安
全
・
安

心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
安
定
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
施
設
の
耐
震
化

対
策
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
。

●
部
活
動
の
地
域
移
行
に
当
た
っ
て
は
、

部
活
動
が
人
間
関
係
の
構
築
な
ど
生
徒
の

多
様
な
学
び
の
場
と
し
て
教
育
的
意
義
が

大
き
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
生
徒
や
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
捉
え
な
が
ら
、
部
活

動
の
在
り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を

行
う
と
と
も
に
、
令
和
５
年
度
の
モ
デ
ル

事
業
に
お
け
る
運
営
上
の
課
題
の
解
決

や
、
指
導
者
の
養
成
・
資
質
向
上
に
向
け

た
研
修
内
容
の
充
実
に
取
り
組
む
こ
と
。

●
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
誰
一

人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障
」
の
実

現
に
向
け
て
、
ふ
れ
あ
い
教
室
の
全
区
設

置
や
充
実
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
民
間

施
設
と
の
連
携
強
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

体
制
整
備
・
処
遇
改
善
に
一
層
取
り
組
む

こ
と
。

●
若
者
や
女
性
を
は
じ
め
様
々
な
人
に
と

っ
て
働
き
や
す
い
仕
事
を
創
出
す
る
観
点

か
ら
、
広
島
の
産
業
集
積
の
強
み
を
生
か

し
な
が
ら
、
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
や

新
分
野
・
成
長
分
野
の
育
成
支
援
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
情
報
分
野
等
都
市
型
サ

ー
ビ
ス
産
業
や
本
社
機
能
を
有
す
る
企
業

の
誘
致
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
経
済
の
活
力
の
維
持
・
向
上
を
図
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
施
策
の
効

果
的
な
展
開
に
よ
り
、
近
年
高
い
レ
ベ
ル

で
増
加
傾
向
が
続
く
転
出
超
過
の
抑
制
に

つ
な
げ
る
こ
と
。

●
認
知
機
能
の
低
下
等
に
よ
り
ご
み
の
分

別
や
持
ち
運
び
が
困
難
な
高
齢
者
を
支
援

す
る
ふ
れ
あ
い
収
集
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
対
象
者
や
介
護
関
係
者
等
に
対
し
申

込
か
ら
利
用
ま
で
の
流
れ
等
の
事
業
内
容

に
つ
い
て
周
知
を
し
っ
か
り
行
う
と
と
も

に
、
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
実
態
に
合

わ
せ
た
ご
み
収
集
や
声
掛
け
等
の
対
応
が

可
能
と
な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

●
保
育
士
確
保
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
に

よ
る
見
直
し
後
の
配
置
基
準
に
基
づ
く
施

設
運
営
に
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
就

業
支
援
や
処
遇
改
善
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
等

に
よ
る
負
担
軽
減
な
ど
、
入
職
と
離
職
防

止
の
双
方
に
係
る
取
組
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
着
実
に
進
め
る
こ
と
。

●
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
地

域
住
民
の
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
分
野
を
超
え
た

包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
に
引
き
続
き

取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
民
が
自
ら
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
情
報
を
容
易
に
入
手
で
き

る
よ
う
、
新
た
に
導
入
す
る
地
域
資
源
管

理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る
情
報
の
充
実
に

努
め
る
こ
と
。

●
乗
合
バ
ス
事
業
の
共
同
運
営
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な
バ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
再
構
築
に
向
け
て
、
事
業
者
間

を
調
整
す
る
役
割
を
担
う
本
市
が
強
い
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
公
共
交
通
機

関
相
互
の
連
携
を
図
る
な
ど
、
常
に
利
用

者
の
視
点
に
立
っ
て
利
便
性
の
向
上
に
資

す
る
施
策
の
展
開
に
努
め
る
こ
と
。

●
老
朽
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
12
月
の
空
家
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、

空
き
家
の
所
有
者
等
に
対
す
る
啓
発
・
指

導
や
危
険
空
家
の
除
却
に
対
す
る
補
助
な

ど
の
取
組
を
引
き
続
き
進
め
る
こ
と
。
ま

た
、
今
後
実
施
す
る
空
き
家
の
実
態
調
査

の
中
で
、
老
朽
空
き
家
の
状
況
を
し
っ
か

り
把
握
す
る
こ
と
。
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の

適
正
化
に
つ
い
て
は
、
高
経
年
マ
ン
シ
ョ

ン
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
管
理
組

合
の
適
切
な
運
営
へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

建
物
の
管
理
の
適
正
化
へ
の
支
援
を
着
実

に
推
進
す
る
こ
と
。

●
市
営
住
宅
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
改
定

に
際
し
て
は
、低
額
所
得
者
の
世
帯
数
の
推

計
や
高
齢
化
・
民
間
賃
貸
住
宅
ス
ト
ッ
ク

な
ど
の
現
状
や
将
来
の
見
通
し
を
踏
ま
え

て
、
民
間
賃
貸
住
宅
の
活
用
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た

計
画
と
な
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

予
算
特
別
委
員
会
で
は
︑
令
和
６
年
度
関
係
議
案
に
つ
い
て
︑
２
月
27
日
以
来
︑
連

日
に
わ
た
っ
て
︑
慎
重
に
審
査
を
重
ね
ま
し
た
︒

そ
の
結
果
︑﹁
第
１
号
議
案

令
和
６
年
度
広
島
市
一
般
会
計
予
算
﹂
に
対
し
て
︑

１
件
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
︑
所
定
の
手
続
に
従
い
︑
討
論
・
採
決
を
行
っ
た
結
果
︑

賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
︒

ま
た
︑
そ
の
他
の
諸
議
案
に
つ
い
て
は
︑
討
論
・
採
決
を
行
っ
た
結
果
︑
い
ず
れ
も

賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
︒

こ
れ
を
受
け
︑
３
月
26
日
の
本
会
議
で
︑
本
委
員
会
の
山
路
英
男
委
員
長
が
︑
令
和

６
年
度
関
係
議
案
の
審
査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
︒

要
望
事
項
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
︒




